
元気とタイムリーな情報を提供する

五十嵐レポー

超三流のすすめ

新書「倒産の前兆」(帝国データバンク情報部/SB新書)の中に、
「100年以上、企業倒産の現場を分析し続けて、わかつたことがある。それ
は、成功には決まったパターンが存在しないが、失敗には『公式』がある、と
いうことだ。成功事例を知ることは重要である。その方法は『ヒント』になりこそ

すれ、他社と同様にうまくいくとは限らない。成功とは、決まった「1つの答え』
は存在せず、いろいろな条件が複合的に組み合わさったものだからだ」。
「倒産の前兆」を読んで、思い浮かべたのが野球の野村克也氏の言葉。
「勝ちに不思議の勝ちあり、負けに不思議の負けなし」。ラッキーで勝利を

拾うことはあるが、どんな敗戦にも必ず敗因がある。不運だけによる敗戦はな
い。厳しく自己分析することが、次の勝利を導くための第一歩。勝因ではなく
敗因を徹底的に分析する。

この世は時々刻々と移り変わる。日で見える変化もあれば、ゆっくり変化し

て気づいたら変わっていたということもある。多くの倒産は、取り巻銭 境の変
化に対応できないケース。一時、良くても時が経つにつれて、競争相手が背
後からやってきて、あっという間に淘汰されることもある。

会社という組織体は、粗利益で生きている。粗利益の大本は顧客。経営の

本質は、顧客を作り出し、作つた顧客を維持し、新たに顧客を作り、その数を

多くしていくこと。営業力が弱く、商品・サービスの競争力もないと利益だけ多
くすることはできない。競争相手よりも有利な条件で「粗利益が補給される根
拠」をいくつか持たないと根本的に利益性を良くすることはできない。

野村克也氏の「超三流 (天才に勝つ一芸の極め方)」 (ポプラ新書)に、「自

分の強みを知る。そのためには『 7同察力』を磨く。チーム(顧客)が 自分 (自
社)に求めているのは何か。一流選手 (強い競争相手)たちと伍するために
はどの力を強化すべきか。敵は自分のどこを嫌つているか。そうしたことを見
抜く洞察力がなくてはならない」。

時を感じる。顧客を感じる。実行する力。これらが弱くなると淘汰される。
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「いまやるべきこと」をやる

私たちは妄想に時間を費やして、
「いまできること」をきちんとやっていないのです。

そうなると、やがて自己嫌悪に陥つてしまいます。

自己否定から、未来へ希望をふくらませます。

すると、ますます「いまできること」をやらなくなつてしまいます。
「いまできること、やるべきこと」をきちんとやるのです。

そこによけいな思いも入れないで、たんたんとやるのです。

その時点で、人生は楽しくなっているはずです。

「ブッダの教え一日―話」(PHP研究所/アルボムッレロスマナサーラ)より

●『戦略社長塾東京」小岩校 毎週日曜日・水曜日 午前10時～12時

●『戦略社長塾東京」小岩校 土曜隔週(第 2・第4)午後2時～6時

●『戦略社長塾東京」銀座校、武蔵村山校、豊岡校 開講中。
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